
　大分県災害派遣福祉チーム （大分ＤＣＡＴ）の
協定締結式が大分県庁にてあり、大分県知事と協
定を結びました。
　大分ＤＣＡＴは、長期化する避難所生活で高齢
者や障がい者などを支援する福祉の専門チームで
す。当法人から社会福祉士や介護福祉士、看護師
など8名のスタッフが登録しました。近年、国内
で自然災害が多発する中、避難所で配慮が必要な
方々を安心して過ごせるサポートができるよう、
みのり村として支援して参ります。

（12月17日）

大分県災害派遣福祉チーム
（大分D

ディ

C
キャット

AT）に参加

発行日

平成31年３月11日

発行者

社会福祉法人 みのり村

印　刷

株式会社 クリエイツ

掲載内容

1 大分県災害派遣福祉チー
ム（大分ＤＣＡＴ）に参加

2 祈願式並びに年始
3 代表者決意表明

4 グループホーム落成式社会貢献活動事例集

5 施設訪問　月刊セーノ取
材　みのり村特産品紹介

6･７
フィリピン海外研修　
その他の研修・勉強会

８･９
障がい者アート活動　
地域交流

10

介護って素晴らしいフォト
コンテスト
大分県高齢者福祉施設等
実践研究大会

11 創立記念日並びに永年勤続者表彰
12 福利厚生他
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理事長年頭挨拶

役職員一堂による新年祈願
　

み
の
り
村
正
法
寺
に
て
、
今
年

一
年
の
村
の
安
全
を
祈
る
「
新
年

祈
願
式
」
を
、
役
職
員
が
一
堂
に

会
し
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、本
部
（
菩
提
樹
）
ホ
ー

ル
に
て
全
職
員
参
加
に
よ
る
年
始

を
開
催
し
、
各
拠
点
部
門
（
日
出

障
が
い
・
杵
築
障
が
い
、
高
齢
者

福
祉
部
）
か
ら
代
表
と
し
て
3
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
本
年
の
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
木
理
事
長
よ
り
、「
今
年
は

改
元
の
年
の
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
る

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

節
目
の
年
は
、
日
本
の
福
祉
に

と
っ
て
大
き
な
変
化
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
み
の
り
村
も
こ
の
変
化

に
合
わ
せ
て
変
わ
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
最
先
端
技
術
〈
業
務
省

力
化
シ
ス
テ
ム
や
人
口
知
能
（
Ａ

Ｉ
）〉
の
導
入
や
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
な
ど
に
取
組
み
、
変
化
か

ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
努
力
し

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
社
会
福
祉
法
人
に
は
、

地
域
貢
献
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
、
地
域
・
社
会
に
お
け
る
公
益

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
の
こ
の
改
元
の

年
を
、
健
康
に
は
十
分
に
留
意
し

て
、
職
員
全
員
で
助
け
合
い
一
致

団
結
し
て
業
務
に
邁
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
年
頭
の
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

（
１
月
３
日
）

みのり村『村歌」のご紹介

祈願式並びに年始『 改元の年 』

　

み
の
り
の
精こ

こ

ろ神

作
詞　

大
木　

英
正

作
曲　

平
井
宇
佐
美

一　

香
り
も
高
く　

清
ら
か
な

　
　

精
神
の
文
化
を　

ひ
た
す
ら
に

　
　

真
理
を
求
む　

我
等
の
精
進

　
　

真
理
を
求
む　

我
等
の
精
進

二　

は
ら
か
ら
と
も
に　

手
を
と
り
て

　
　

う
る
わ
し
の
世
を　

作
り
な
ん

　
　

祖
国
へ
さ
さ
ぐ　

我
等
の
祈
り

　
　

祖
国
へ
さ
さ
ぐ　

我
等
の
祈
り

三　

こ
の
道
は
る
か
に　

遠
く
と
も

　
　

み
の
り
の
心　

ひ
と
す
じ
に

　
　

光
を
仰
ぐ　

我
等
の
理
想

　
　

光
を
仰
ぐ　

我
等
の
理
想

み
の
り
の
子

一

み
ど
り
の
お
山
と

青
い
海

赤
い
お
屋
根
に

広
い
庭

お
花
も
い
っ
ぱ
い

咲
い
て
い
る

楽
し
い
お
う
ち

み
の
り
学
園

二

仲
良
し
こ
よ
し
で

手
を
つ
な
ぎ

三
つ
の
ち
か
い
を

よ
く
守
る

素
直
な
良
い
子
で

は
げ
み
ま
す

楽
し
い
お
う
ち

み
の
り
学
園
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大
分
県
で
は
昨
年
、
国
民
文
化
祭
、

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
１
４
０
万
人
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

堪
能
し
ま
し
た
。
老
若
男
女
、
障
が
い

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
誰
も
が
参
加

し
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
会
、
芸
術
文
化
の
新
し
い
出
会
い
や

発
見
の
あ
る
大
会
、
大
会
を
通
じ
て
地
域
が
元
気
に
な
り
、
多
く

の
人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
み

の
り
村
に
お
い
て
も
第
１
４
回
み
の
り
村
作
品
展
が
、
大
分
市

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
と
日
出
町
交
流
ひ
ろ
ばH

iC
aL
i

（
ひ
か
り
）
に

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
国
の
第
５
期
障
害
福
祉
計
画

に
係
る
基
本
方
針
の
見
直
し
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
生
活
の
維

持
及
び
継
続
の
推
進
」、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
」
が
、
主
な
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
の
り
村
は
、
在
宅
支
援
部
門
を
核
に
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点

と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
福
祉
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
と
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
日
出
障
が
い
福
祉
部
で
も
、
地
域

の
お
祭
り
、
文
化
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
交
流
行
事
、
敬
老
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
様
々
な
形
で
地
域
社
会
と
触
れ
合
う
機

会
を
創
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
共
通
の
時
間
、場
所
に
存
在
し
、

相
互
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
理
解
が
進
み
、
共
生
社
会
の
土
壌
へ

と
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
の
り
村
経
営
理
念
の
中
に
、「
地
域
・
社
会
よ
り
愛
さ
れ
、

認
め
ら
れ
る
法
人
を
め
ざ
し
社
会
福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
・
社
会
へ
貢
献
し
ま
す
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
３
１

年
は
、
時
代
の
転
換
期
と
な
り
、
新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。

私
は
、
み
の
り
村
が
継
承
し
て
き
た
精
神
を
大
切
に
し
、
初
心
を

思
い
返
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
利
益
・
価
値
を
常
に

意
識
し
て
、
日
々
精
進
し
な
が
ら
支
援
に
取
組
み
、
地
域
・
社
会

へ
の
貢
献
に
繋
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
、
永
年
勤
続
者

表
彰
で
１
０
年
表
彰
を

頂
き
、
あ
っ
と
言
う
間

の
１
０
年
を
感
じ
ま
し

た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
日
々
変
化
す
る
社
会
情

勢
や
福
祉
政
策
に
取
組
む
中
で
、
昨
年
に
は
障
が

い
者
施
設
で
は
初
の
試
み
で
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト「
パ

ル
ロ
」
や
「
パ
ロ
」
を
導
入
致
し
ま
し
た
。
現
段

階
で
は
ご
利
用
者
の
癒
し
や
介
護
予
防
、
ス
タ
ッ

フ
業
務
負
担
へ
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
長
期
活

用
で
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
変
化
に
伴
い

病
院
医
療
と
は
違
っ
た
福
祉
医
療
の
現
場
で
高
度

な
知
識
、
介
護
技
術
、
指
導
力
や
職
員
間
の
連
携

の
重
要
さ
、
健
康
管
理
の
難
し
さ
を
身
を
も
っ
て

痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
ご
利
用
者
の
挨
拶
、
笑
顔
に
勇
気
づ

け
ら
れ
、入
所
者
の
方
に
対
し
て
基
本
で
あ
る『
安

心
、
安
全
で
充
実
し
た
生
活
の
支
援
』
に
新
た
な

気
持
ち
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
し
て
い
る
障
が
い
者
施
設
白
萩
園
の
医

療
的
サ
ポ
ー
ト
者
と
し
て
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、

支
援
ス
タ
ッ
フ
が
三
位
一
体
と
な
り
、
今
後
は
ま

す
ま
す
他
職
種
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
研
鑽
を
積
ん
だ
ス
キ
ル
や
次

の
時
代
を
担
う
人
た
ち
に
伝
え
る
力
を
身
に
つ

け
、
更
な
る
充
実
を
図
り
、
障
が
い
者
の
地
域
福

祉
の
核
と
し
て
邁
進
で
き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
数
年
前
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
色
々
な

会
議
や
研
修
の
中
で
発
言
し
た
り
、
新
し
い

こ
と
を
勉
強
し
た
り
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

直
近
で
は
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
（
介

護
す
る
側
・
さ
れ
る
側
の
双
方
に
、
抱
え
あ
げ
な
い
。
持
ち
上
げ
な
い
。

引
き
ず
ら
な
い
ケ
ア
）
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介
護
者

だ
け
で
は
な
く
、
ご
利
用
者
に
「
緊
張
や
苦
痛
を
与
え
な
い
」「
変
形

や
拘
縮
の
予
防
改
善
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
職
員

の
負
担
が
減
れ
ば
、
ご
利
用
者
と
笑
顔
で
関
わ
れ
る
時
間
が
増
え
、「
離

職
率
の
低
下
」に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
定
着
す
る
為
に
は
、

「
職
員
の
意
識
改
革
や
技
術
習
得
、
環
境
整
備
」
な
ど
、
課
題
が
山
積

み
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
国
会
で
は
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
が
議
論
さ
れ
、
介
護

業
界
の
人
手
不
足
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
も
、
こ
の
問
題
に
目

を
そ
む
け
ら
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

前
に
「
顧
客
満
足
度
を
あ
げ
る
」
研
修
の
講
師
が
「
職
員
の
満
足
が

な
い
と
こ
ろ
に
、
顧
客
の
満
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
顔
の
な
い
ス
タ
ッ

フ
の
も
と
で
顧
客
の
満
足
は
な
い
か
ら
で
す
」
と
い
う
お
話
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　

私
達
は
、
ご
利
用
者
に
満
足
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為

に
、日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て「
ぜ
ひ
、菩
提
樹
に
入
り
た
い
」

「
菩
提
樹
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
頂
け
る
施
設
づ
く
り
を
し
た

い
で
す
。
そ
の
為
に
は
、
職
員
一
人
一
人
が
笑
顔
で
働
け
る
環
境
づ
く

り
、
す
な
わ
ち
「
業
務
の
効
率
化
」
や
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の

導
入
」が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、菩
提
樹
全
体
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
、
ご
利
用
者
の
為
に
一
丸
と
な
り
支
援
が
で
き
る

こ
と
は
、
働
く
私
達
の
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
す
。
介
護
職
に
携
わ
る

多
く
の
人
か
ら
、「
ぜ
ひ
、菩
提
樹
で
働
き
た
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

障
害
児
入
所
施
設　

第
１
み
の
り
学
園

支
援
員　

坂
本　

哲
也

障
害
者
支
援
施
設　

白
萩
園　

看
護
師　

永
松
い
ず
み

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菩
提
樹　

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

冨
山　

純
映

決
意
表
明

決
意
表
明

決
意
表
明
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　日出町大神にグループホーム「Dream」が完成し、新築
落成式を、関係スタッフが参加し執り行いました。
　「Dream」は豊かな自然に囲まれ建物の南側からの日当た
りが良く、屋内には「明るく」「暖かい」空間が広がっています。
リビングやベランダからの眺望も良く、四季の移ろいを楽し
むことができます。建物には、スプリンクラーや太陽光発電、
シャワールームなどを備え、ご利用者が安心して快適に過ご
せるようになっています。
　「Dream」は、みのり村グル―プホームとしては5棟目に
なり、今後10名の方が入居する予定です。　　
　　　　　　　　（１月21日）

「明るく・暖かい」住まい　
障がい者グループホーム『D

ドリーム

ream』完成

“ 社会福祉法人の
　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に

紹介されました
（障がい者支援施設  

白百合園）

建　物　概　要
日出町大神
木造2階建て

延床面積243.86㎡
定員10名

スプリンクラー　
非常火災通報装置
太陽光発電　　他

平成31年1月22日
大分合同新聞朝刊に掲載

グループホームDream 外観

“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の“ 社会福祉法人の
　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に　　社会貢献活動事例集 vol.3 ”に
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別府市西地区社会福祉協議会様
（34名）　11月７日

日出町川崎地区民生委員児童委員様
（12名）　10月11日

グリーンコープ生協おおいたの組合員様
（８名）　11月26日

Café　m・歩っ　訪問 特別養護老人ホーム菩提樹　訪問 障がい者支援施設白百合園　訪問

別府市西地区社会福祉協議会様別府市西地区社会福祉協議会様別府市西地区社会福祉協議会様 日出町川崎地区民生委員児童委員様日出町川崎地区民生委員児童委員様日出町川崎地区民生委員児童委員様日出町川崎地区民生委員児童委員様別府市西地区社会福祉協議会様グリーンコープ生協おおいたの組合員様グリーンコープ生協おおいたの組合員様グリーンコープ生協おおいたの組合員様
施設訪問「ようこそ　みのり村へ」

「Café m・歩っ（えむほ）」で取材を受ける阿部さん

「月刊セーノ！」１月号の 
“かがやきシニア 最前線！ ” に紹介されました。

　

今
年
も
ご
利
用
者
な
ど
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
を
頂
き
、
極

早
生
や
早
生
、
青
島
と
い
っ
た
ミ

カ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
の
ミ
カ
ン
は
天
候
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
で
豊
作
に
な
り
ま

し
た
。
甘
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

も
良
く
、
お
い
し
い
ミ
カ
ン
に

育
っ
て
い
ま
す
。

　
『
み
の
り
村
の
ミ
カ
ン
』
は
、

栽
培
当
初
か
ら
除
草
剤
を
使
用
せ

ず
人
や
環
境
に
優
し
い
良
質
な
土

壌
で
育
て
て
い
ま
す
。

み の り 村 　 特 産 品 紹 介

たわわに実るミカン
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10
月
４
日
〜
10
月
６
日
の
３
日
間
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
学
校
を
視
察
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
視
察
理
由
は
、
今
後

介
護
業
界
で
は
深
刻
な
人
手
不
足
が
予

想
さ
れ
、
外
国
人
が
そ
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

夜
、
マ
ニ
ラ
空
港
に
降
り
立
つ
と
週

末
で
も
あ
り
テ
レ
ビ
で
見
る
賑
や
か
な

光
景
を
見
な
が
ら
ホ
テ
ル
に
到
着
。
翌

日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
学
校
を
視
察

し
ま
し
た
。
玄
関
を
開
け
る
と
す
ぐ
教

室
で
、
20
名
ほ
ど
の
若
い
男
女
が
真
剣

な
眼
差
し
で
日
本
語
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
か
ら
は
「
日
本
語
を
覚
え
た
い
」
と
い
う
「
一
生

懸
命
さ
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
日
本
語
能
力
は
個
々
に
差
が
あ
る
も
の
の
、

い
ざ
日
本
の
介
護
施
設
に

就
職
と
な
る
と
、
生
活
環

境
の
違
い
や
介
護
の
知
識

不
足
等
で
不
安
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
日
本
で

安
心
し
て
働
く
に
は
、
働

く
職
場
で
の
し
っ
か
り
し

た
生
活
指
導
・
技
能
実
習

日本語学校の様子

一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る

〜
日
本
語
学
校
を
視
察
し
て
〜

安全・安心な福祉施設へ 
～「さすまた」を使い、不審者侵入時の対応訓練～

　不審者が特別養護老人ホーム菩提樹に侵入したとの
想定で、不審者侵入防犯訓練を杵築日出警察署の指導
のもと実施しました。
　木刀を持った不審者を、スタッフ3名が「さすまた」
を使用し実技訓練を行いました。講習には約20名の
スタッフが参加し、真剣な面持ちで不審者への対応方
法、さすまたの使い方、110番非常通報装置の使用
方法等を確認しました。今後も防犯意識を高めていき
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月21日）木刀を持った不審者が侵入

日出障がい福祉部でも
同様の訓練を実施
（11月15日）さすまたを使用した訓練

研
修
・
勉
強
会

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
外
研
修

2019.2.25 ● 6



働くスタッフの「心の健康」のために
～メンタルヘルスケア研修会を実施～

普通救命講習会を実施！

　スタッフの健康増進を図ることを目的
として「メンタルヘルスと健康管理」に
関する研修会を、活力職場研究所の高波
講師をお招きし、実施しました。
　研修会では、セルフケア（自分自身で
行うことができるケア）やラインケア（管
理監督者が行うケア）について学びまし
た。　　　　　　　（12月14日・１月25日）

　消防署の方を講師としてお招きし、救
命処置（心肺蘇生法、ＡＥＤを用いた除
細動）と、気道異物除去や止血法などの
応急手当を11名のスタッフが学びました。
　緊急時に備え、このような訓練を今後
も定期的に実施して参ります。

　　（９月28日）

30名のスタッフが聴講

心肺蘇生法を学ぶ様子

指
導
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

介
護
と
い
っ
た
「
人
が

人
の
お
世
話
を
す
る
仕

事
」
に
は
国
籍
や
言
語
の

違
い
は
関
係
な
く
、「
優

し
い
気
持
ち
」
や
「
愛
情

あ
る
心
」
が
あ
れ
ば
や
っ

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

技
能
実
習
生
が
長
く
働

け
る
こ
と
を
願
っ
て
帰
国

の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
安
部
）

現地の実習生と記念写真
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秋
の一大
イ
ベ
ン
ト
！

み
の
り
村
ふ
れ
あ
い
体
育
祭 

開
催
! !

み
の
り
村
の
供
養
盆
踊
り

地域交流

第37回
　

平
成
30
年
10
月
の
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
第
66
回
み
の
り

村
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
を
日
出
障
が
い
福
祉
部
、
杵
築
障
が
い
福

祉
部
、
高
齢
者
福
祉
部
の
各
施
設
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
、
声
援
や
拍
手
、
た
く

さ
ん
の
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
37
回
目
を
迎
え
た
「
み
の
り
村
供
養
盆
踊
り
」
を

開
催
し
、
法
人
内
の
事
業
所
及
び
近
隣
地
区
の
20
名
の
精
霊

を
参
加
者
全
員
で
慰
め
、
ご
供
養
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

満
月
の
下
で
ご
利
用
者
や
ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ま
な
ど

約
５
０
０
名
が
大
き
な
円
を
つ

く
り
、
涼
風
を
感
じ
な
が
ら
、

三
つ
拍
子
や
六
調
子
を
楽
し
げ

に
踊
り
ま
し
た
。
地
域
の
有
志

の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

太
鼓
や
口
説
き
の
お
手
伝
い
を

頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
８
月
25
日
）

　

第
18
回
全
国
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た

大
会
が
開
催
さ
れ
、
杵
築
市
立
図
書
館
に
ご
利
用
者

の
ク
ラ
ブ
活
動
作
品
（
陶
芸
や
書
道
、
機
織
り
な

ど
）
を
展
示
し
ま
し
た
。
期
間
中
約
７
０
０
名
と
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
経
験
は
ご
利
用
者
、
ス
タ
ッ
フ
共
に
よ

い
刺
激
と
な
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

杵築市立図書館に68点の作品を展示

『カ　ニ』

　

第
大
会
が
開
催
さ
れ
、
杵
築
市
立
図
書
館
に
ご
利
用
者

の
ク
ラ
ブ
活
動
作
品
（
陶
芸
や
書
道
、
機
織
り
な

ど
）
を
展
示
し
ま
し
た
。
期
間
中
約
７
０
０
名
と
多

く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
経
験
は
ご
利
用
者
、
ス
タ
ッ
フ
共
に
よ

い
刺
激
と
な
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

大分大茶会　きつき障がい者芸術文化展
～ひとり一人の花を咲かせよう～ に出展

（平成30年 10月 31日～11月 5日）

杵築障がい福祉部　体育祭（10月20日）

高齢者福祉部　大運動会（10月29日）

櫓を囲んで

日出障がい福祉部　体育祭（10月20日）

第66回
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「
よ
い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
」

　
地
域
交
流

　
　
　
餅
つ
き
大
会
!!

八
坂
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ

　「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」と

福
祉
交
流
会
! !

　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
誠
」
い
ち
押
し

工
房
に
て
、
年
末
恒
例
の
「
地
域
交
流

餅
つ
き
大
会
」
を
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
全

員
で
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
賑

や
か
に
お
餅
を
つ
き
、
新
年
を
迎
え
る

準
備
が
で
き
ま
し
た
。

（
12
月
27
日
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菩
提

樹
に
て
福
祉
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
元
気
一
杯
の
小
学
生
と

そ
の
ご
家
族
、
み
の
り
村
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ご
利
用

者
が
一
緒
に
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
へ
ボ
ー
ル
を
手
渡
す

小
学
生
の
や
さ
し
い
姿
に
、
周

り
の
皆
さ
ん
は
温
か
い
気
持
ち

に
な
り
、
会
場
は
ほ
っ
こ
り
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

（
11
月
10
日
）

大分合同新聞
（1月17日朝刊）

大分市アートプラザでの開催

テーマ「扉をひらいて下さい ～心の声を届けたい～」

第14回　みのり村作品展
～たくさんの方々にご来場いただき、

ありがとうございました～

障がい者アート活動

ご協力ありがとうございました ピース

第15回みのり村作品展は、11月20日～ 24日の５日間、
大分市のアートプラザで開催いたします。

9 ● MINORI No.98



分科会で発表する「梅林・長友チーム」

大分県老人福祉施設協議会
会長として挨拶する理事長

第７回「介護って素晴らしい」フォトコンテスト
～大分県社会福祉協議会 
　　　　　　会長賞を受賞～

「小さい秋見つけた
」

ヘルパーステーション「髙橋・原田チーム」

平成30年度 大分県高齢者福祉施設等実践研究大会
（レンブラントホテル大分）

～高齢者福祉部から２チームが参加～
　

高
齢
者
福
祉
施
設
等
実

践
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
菩
提
樹
の
梅
林
・
長
友

チ
ー
ム
は
「
お
い
し
く
楽

し
く
食
事
を
し
よ
う
」、

ぼ
だ
い
じ
ゅ
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
髙
橋
・
原
田

チ
ー
ム
は
「
猫
の
み
い
こ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し

た
い
」
の
テ
ー
マ
で
発
表

し
ま
し
た
。　　

（
11
月
13
日
）

2019.2.25 ● 10



第
67
回 

み
の
り
村
創
立
記
念
日 

並
び
に 

永
年
勤
続
者
表
彰

　

創
立
記
念
日
に
勤
続

10
年
表
彰
11
名
、
20
年

表
彰
３
名
、
40
年
表
彰

３
名
の
合
計
17
名
が
、

永
年
勤
続
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
大
木
理
事
長

か
ら
表
彰
者
の
方
々
へ

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
を
代
表
し
て
勤

続
40
年
表
彰
の
白
萩
園

施
設
長 

河
野
節
二
さ

ん
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

（
12
月
７
日
）

17名の表彰者の皆様

代表者謝辞

勤続 氏　名 所　属

60歳
未満

40年
河野　節二 白　萩　園

二宮　　恵 菩　提　樹

20年 清原　亜紀 白　萩　園

10年

武田ゆかり
第2みのり学園

森﨑　浩紀

大木昌太郎 第1みのり学園

永松いずみ
白　萩　園

後藤　晴美

柳　　順子

菩　提　樹
下地　智子

森松　真央

加藤　祐一

末次　恵美 「風と樹々と空と」

60歳
以上

40年 桑野　真弓 第2みのり学園

20年
原田　順子

白　萩　園
上杉　久代

10年 堀　　静江 白 百 合 園

永年勤続者表彰一覧

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者
謝
辞

私
ど
も
17
名
の
永
年
勤
続
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
ひ
と
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
み
の
り
村
創
立
記
念
式
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
厳
粛
な
形
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

思
え
ば
、
40
年
と
い
う
長
い
年
月
、働
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
名
誉
理
事
長

先
生
、
大
木
浜
子
先
生
の「
深
い
愛
情
」。
そ
れ
を
継
承
し
、
更
に
研
鑽
を
重
ね
る
現

大
木
理
事
長
先
生
の「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」。
そ
し
て
不
安
を
感
じ
る
時
に「
心
の
支
え
」

と
な
っ
た
、職
場
の
先
輩
を
始
め
と
す
る
皆
様
方
の
お
陰
だ
と
、心
か
ら
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
長
き
に
、私
達
は
仕
事
を
通
し
て
色
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、学
ん
で
き
ま

し
た
。
単
に
職
員
と
し
て
で
は
な
く
、
な
に
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
当
に
辛
抱

強
く「
人
と
し
て
」
育
て
て
貰
え
た
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

こ
の
表
彰
を
機
に
、改
め
て
新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
に
向
き
合
い
そ
し
て
、み
の
り

村
で
働
く
、
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
後
輩
の
方
々
に
、
私
達
が
培
っ
た
知
識
、技
術
、経
験

を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
尚
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
授
賞
者

を
代
表
し
て
の
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
12
月
７
日

創
立
記
念
日

障
害
者
支
援
施
設

白
萩
園

河
野

節
二
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編集・発行／本部人事企画課
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TEL　0978-66-1200
FAX　0978-62-2974
URL　http://www.minorimura.or.jp/
メール　info@minorimura.or.jp

※写真掲載等には、
　ご本人の了解を得ております。

■ 特別養護老人ホーム 菩提樹（個室ユニット）
■ ショートステイ事業
■ 菩提樹デイ「風と樹々と空と」
■ ケアプランセンター ぼだいじゅ
■ ホームヘルパーステーション ぼだいじゅ
■ 配食サービス
■ 在宅介護支援センター ぼだいじゅ
■ えむほ ガーデン（Café ｍ・歩っ・えん）
■ 障がい児入所施設 第1みのり学園
■ 児童発達支援センター「プリンちゃん」
■ 障がい者支援施設 第2みのり学園
■ 障がい者支援施設 白百合園
■ みのりスマイル（就労）
■ 総合相談支援　Ｍ・プラザ　ＨＩＪＩ
■ 障がい者支援施設 白萩園
■ ワークセンター「誠」（就労）
■ みのり村 いち押し工房
■ グループホーム みのり村
■ 総合相談支援　Ｍ・プラザ　ＫＩＴＵＫＩ
■ みのり村介護・福祉タクシー
■ 菩提樹まちかど交流サロン「福ろう」
■ 認知症カフェ ふくろう茶屋

総合福祉ケアサポートセンター
みのり村

障がい児から就労、そして
老後までの安心トータルサポート

　2019 年も気が付けば３月に入
り、平成ももうすぐ終わります。５月
からの元号はどうなるのでしょうか。
　元号の制度は中国から東アジアに
広まったものらしく、今も元号があ
る国は世界でも日本だけのようで
す。元号には『平和な時代になるよ
うに』との祈りが込められています。
これから東京オリンピックや大阪万
博を控えているなか、平和で明るい
時代になることを願うばかりです。

（広報担当）

森﨑未紗希さん
息子の成長を日々傍で

感じることができ、

嬉しく思っています。

大谷麻莉子さん
初めての子育てはとても
大変ですが、充実した
日々を送っています。
毎日の息子の成長を
楽しみに頑張りたいと
思います。

工藤　美穂さん
毎日癒しをありがとう。
誰からも愛される
心の優しい女の子に
　育って下さい。

介
護
職
員

初
任
者
研
修 

閉
講
菩
提
樹
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
三
者
評
価
受
審

福
利
厚
生
　
他

いい汗を流しましょう！！

～４名の受講生が修了しました。～

初めての子育てはとても

工藤　美穂
毎日癒しをありがとう。
誰からも愛される
心の優しい女の子に
　育って下さい。

森﨑未紗希さん
息子の成長を日々傍で

感じることができ、

仕事と子育ての両立を応援 !!

みのり村ミニバレー
同好会発足！！
～現在メンバーは39名～

「狩宿里海・里山プロジェクト」
の代表神鳥一様から 
“海藻柚子”を
頂きました。
ありがとうございました。

10月
1日

羽
わ
玖
く
くん（男の子）
8月30日生まれ

悠
はる

斗
と

くん（男の子）9月8日生まれ

凪
なぎ

祥
さ

ちゃん（女の子）
9月23日生まれ

嬉しく思っています。嬉しく思っています。嬉しく思っています。
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